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「
八
間
堰
改
修
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

久
喜
○
一

改
修
八
間
堰
閘
碑
記

早
川
光
蔵

早
川
光
蔵

斎
藤
豊

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
九
一
六
・
大
正
五

菖
蒲
町
上
大
崎

八
間
堰
脇

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
見
沼
代
用
水
の
水
利
施
設
で
あ
る
八
間
堰
に
つ
い
て
、
煉
瓦
や
石
を
素
材
と
し
た
近
代
的

な
施
設
に
改
修
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

見
沼
代
用
水
は
、
忍
領
荒
木
村
で
、
西
か
ら
来
た
星
川
と
合
流
す
る
。
星
川
の
水
量
を
加
え
て
南
下
し
、

上
大
崎
で
二
筋
に
分
か
れ
る
。
代
用
水
本
流
は
南
下
す
る
が
、
星
川
は
東
へ
分
流
す
る
。
こ
の
分
流
地
点

の
下
流
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
、
堰
閘
が
設
け
ら
れ
る
。
代
用
水
側
の
も
の
が
八
間
堰
で
、
星
川
側
の
も
の
が

十
六
間
堰
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
堰
閘
の
開
閉
に
よ
り
、
代
用
水
の
水
量
を
調
節
し
た
。
見
沼
代
用
水

に
設
け
ら
れ
た
水
利
施
設
の
中
で
も
、
殊
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

題
額
（
篆
書
体
）

○
写
真
３
「
碑
記
」
部
分
（
隷
書
体
）

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

◎
題
額

改
修

八
間

堰
閘

碑
記
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○
碑
記

見
沼
之
渠
蜿
蜒
貫
流
田
間
二
十
有
餘
里
地
有
高
低
渠
有
屈
折
匪
設
堰
閘
咼
制
其
冝
則
不
能
徧
灌
漑
也
云
工
距
元
圦

殆
一
千
四
百
間
至
北
億
玉
郡
荒
木
村
小
見
里
會
星
川
自
是
混
流
五
里
餘
至
南
億
玉
郡
大
山
村
上
大
﨑
里
掘
新
渠
咼

分
流
焉
星
川
向
東
南
去
本
渠
南
流
十
有
餘
里
設
堰
閘
於
分
流
下
稱
八
間
堰
枠
堰
枠
咼
木
材
造
底
長
二
丈
四
尺
横
四

丈
八
尺
高
八
尺
咼
注
南
北
足
立
南
億
玉
三
郡
之
灌
域
又
設
堰
閘
於
星
川
稱
十
六
間
藏
保
十
三
年
幕
府
吏
井
澤
彌
揔

兵
衞
所
經
營
也
毎
歳
自
四
月
之
中
至
九
月
之
初
通
灌
水
而
常
開
八
間
閉
十
六
間
會
暴
雨
淫
霖
潦
水
漲
溢
則
閉
八
間

開
十
六
間
咼
減
水
量
適
于
灌
田
是
實
本
渠
之
中
樞
也
而
木
柵
耐
力
弱
激
流
奔
□
則
不
免
壞
崩
積
土
豚
而
防
之
如
斯

者
不
知
其
幾
度
也
因
欲
施
堅
牢
工
事
咼
期
萬
全
具
案
咼
付
組
合
會
議
僉
賛
之
於
是
請
億
玉
東
亰
兩
知
事
得
允
可
大

正
二
年
十
二
月
起
工
翌
年
四
月
竣
其
製
咼
煉
瓦
膠
灰
金
石
木
竹
等
作
堰
底
設
八
道
之
堰
閘
各
長
一
丈
七
尺
六
寸
二

分
高
九
尺
横
五
尺
一
寸
加
除
閘
戸
咼
増
減
水
量
焉
云
工
用
華
岡
石
一
千
七
百
三
十
八
箇
煉
瓦
十
五
萬
五
百
十
四
箇

膠
灰
六
百
六
十
八
罇
金
屬
百
十
五
貫
砂
礫
一
石
一
斗
三
升
木
材
三
百
九
十
六
本
竹
一
千
四
百
竿
藁
苞
二
千
五
百
九

十
二
繩
二
千
八
百
九
十
五
條
土
二
石
八
斗
莎
草
一
千
九
百
四
十
四
枚
使
役
職
工
及
雜
役
夫
九
千
百
六
十
一
人
置
戻

督
吏
三
人
咼
能
成
云
工
事
矣
其
費
實
金
一
萬
七
千
三
百
一
圓
有
竒
而
縣
出
金
二
千
八
百
七
十
二
圓
府
出
金
八
百
九

十
五
圓
咼
補
助
之
其
餘
係
組
合
出
資
是
工
之
成
也
開
閉
如
意
通
水
得
冝
自
今
而
後
稻
田
無
復
乾
槁
之
憂
於
是
始
繼
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井
澤
氏
之
遺
業
其
功
用
益
大
而
得
實
永
世
不
朽
矣
嗟
夫
灌
域
之
民
人
冀
愈
勤
其
業
晝
茅
宵
綯
以
富
家
國
也
茲
與
組

合
會
胥
謀
記
堰
閘
改
脩
始
末
咼
勒
石
云

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春

従
五
位
勛
四
等
早
川
光
藏
撰
文
並
篆
額

斎
藤

豊
書

伊
藤
敬
助
鐫

＊
異
体
字
等

○
匪

非
。

○
咼

以
。

○
冝

宜
。

○
云

此
。

○
億

埼
。

○
﨑

崎
。

○
藏

享
。

○
揔

惣
。

○
□

突
。

○
亰

京
。

○
戻

監
。

○
竒

奇
。

○
勛

勲
。
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■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

改
修
八
間
堰
閘
碑
記
。

◎
碑
記

見
沼
之
渠
、
蜿
蜒
貫
流
田
間
二
十
有
餘
里
。

地
有
高
低
、
渠
有
屈
折
。
非
設
堰
閘
以
制
其
宜
、
則
不
能
徧
灌
漑
也
。

此
工
、
距
元
圦
殆
一
千
四
百
間
、
至
北
埼
玉
郡
荒
木
村
小
見
里
、
會
星
川
。

自
是
混
流
五
里
餘
、
至
南
埼
玉
郡
大
山
村
上
大
崎
里
、
掘
新
渠
以
分
流
焉
。

星
川
向
東
南
去
、
本
渠
南
流
十
有
餘
里
。
設
堰
閘
於
分
流
下
。
稱
八
間
堰
枠
。

堰
枠
以
木
材
造
、
底
長
二
丈
四
尺
横
四
丈
八
尺
高
八
尺
、
以
注
南
北
足
立
南
埼
玉
三
郡
之
灌
域
。

又
設
堰
閘
於
星
川
、
稱
十
六
間
。

享
保
十
三
年
、
幕
府
吏
井
澤
彌
惣
兵
衞
所
經
營
也
。

毎
歳
自
四
月
之
中
至
九
月
之
初
、
通
灌
水
而
常
開
八
間
閉
十
六
間
。

會
暴
雨
淫
霖
、
潦
水
漲
溢
、
則
閉
八
間
開
十
六
間
、
以
減
水
量
、
適
于
灌
田
。

是
實
本
渠
之
中
樞
也
。

而
木
柵
耐
力
弱
、
激
流
奔
突
、
則
不
免
壞
崩
。
積
土
豚
而
防
之
。

如
斯
者
不
知
其
幾
度
也
。

因
欲
施
堅
牢
工
事
以
期
萬
全
。

具
案
以
付
組
合
會
議
。

僉
賛
之
。

於
是
請
埼
玉
東
京
兩
知
事
、
得
允
可
。

大
正
二
年
十
二
月
、
起
工
、
翌
年
四
月
、
竣
。

其
製
以
煉
瓦
膠
灰
金
石
木
竹
等
、
作
堰
底
。

設
八
道
之
堰
閘
、
各
長
一
丈
七
尺
六
寸
二
分
高
九
尺
横
五
尺
一
寸
。

加
除
閘
戸
以
増
減
水
量
焉
。

此
工
用
華
岡
石
一
千
七
百
三
十
八
箇
、
煉
瓦
十
五
萬
五
百
十
四
箇
、
膠
灰
六
百
六
十
八
罇
、
金
屬
百
十

五
貫
、
砂
礫
一
石
一
斗
三
升
、
木
材
三
百
九
十
六
本
、
竹
一
千
四
百
竿
、
藁
苞
二
千
五
百
九
十
二
、
繩

二
千
八
百
九
十
五
條
、
土
二
石
八
斗
、
莎
草
一
千
九
百
四
十
四
枚
。

使
役
職
工
及
雜
役
夫
九
千
百
六
十
一
人
。
置
監
督
吏
三
人
、
以
能
成
此
工
事
矣
。

其
費
實
金
一
萬
七
千
三
百
一
圓
有
奇
。

而
縣
出
金
二
千
八
百
七
十
二
圓
、
府
出
金
八
百
九
十
五
圓
、
以
補
助
之
。

其
餘
係
組
合
出
資
。

是
工
之
成
也
、
開
閉
如
意
、
通
水
得
宜
。

自
今
而
後
、
稻
田
無
復
乾
槁
之
憂
。

於
是
始
繼
井
澤
氏
之
遺
業
、
其
功
用
益
大
而
得
實
永
世
不
朽
矣
。

嗟
夫
、
灌
域
之
民
人
、
冀
愈
勤
其
業
、
晝
茅
宵
綯
以
富
家
國
也
。

茲
與
組
合
會
胥
謀
、
記
堰
閘
改
脩
始
末
、
以
勒
石
云
。

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春
、
從
五
位
勲
四
等
早
川
光
藏
撰
文
並
篆
額
。
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齋
藤
豊
書
。

伊
藤
敬
助
鐫
。

●
訓
訳

見
沼
の
渠
、
蜿
蜒
と
し
て
田
間
を
貫
流
す
る
こ
と
二
十
有
餘
里
。

え
ん
え
ん

地
に
高
低
有
り
、
渠
に
屈
折
有
り
。
堰
閘
を
設
け
て
以
て
其
の
宜
し
き
を
制
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
徧

あ
ま
ね

く
灌
漑
す
る
能
わ
ざ
る
な
り
。

此
の
工
、
元
圦
よ
り
隔
つ
る
こ
と
殆
ん
ど
一
千
四
百
間
に
し
て
、
北
埼
玉
郡
荒
木
村
小
見
里
に
至
り
て
、

星
川
に
會
す
。

是
よ
り
混
流
五
里
餘
に
し
て
、
南
埼
玉
郡
大
山
村
上
大
崎
里
に
至
り
、
新
渠
を
掘
り
て
以
て
流
れ
を
分

か
つ
。

星
川
は
東
南
に
向
か
ひ
て
去
り
、
本
渠
は
南
流
す
る
こ
と
十
有
餘
里
な
り
。

堰
閘
を
分
流
の
下
に
設
く
。
八
間
堰
枠
と
稱
す
。

堰
枠
は
木
材
を
以
て
造
る
。
底
の
長
さ
二
丈
四
尺
、
横
四
丈
八
尺
、
高
さ
八
尺
、

以
て
南
北
足
立
南
埼
玉
三
郡
の
灌
域
に
注
ぐ
。

又
た
堰
閘
を
星
川
に
設
く
。
十
六
間
と
稱
す
。

享
保
十
三
年
、
幕
府
の
吏
井
澤
彌
惣
兵
衞
の
經
營
す
る
所
な
り
。

毎
歳
、
四
月
の
中
ば
よ
り
九
月
の
初
め
に
至
る
ま
で
、
灌
水
を
通
じ
、
常
に
八
間
を
開
き
て
十
六
を
閉

ざ
す
。

暴
雨
淫
霖
あ
り
て
、
潦
水
漲
溢
す
る
に
會
す
れ
ば
、
則
ち
八
間
を
閉
じ
て
十
六
間
を
開
き
、
以
て
水
量

を
減
じ
て
、
灌
田
に
適
せ
し
む
。

是
れ
實
に
本
渠
の
中
樞
な
り
。

而
し
て
木
柵
は
耐
力
弱
く
、
激
流
奔
突
す
れ
ば
、
則
ち
壞
崩
を
免
れ
ず
。
土
豚
を
積
み
て
之
を
防
ぐ
。

斯
く
の
ご
と
く
す
る
こ
と
其
の
幾
度
な
る
か
を
知
ら
ず
。

い
く
た
び

因
り
て
堅
牢
の
工
事
を
施
し
以
て
萬
全
を
期
せ
ん
と
欲
す
。

案
を
具
し
以
て
組
合
會
の
議
に
付
す
。

僉
之
に
賛
す
。

み
な是

に
お
い
て
埼
玉
東
京
兩
知
事
に
請
ひ
、
允
可
を
得
。

こ
こ大

正
二
年
十
二
月
、
工
を
起
し
、
翌
年
四
月
、
竣
ふ
。

を

其
の
製
は
、
煉
瓦
膠
灰
金
石
木
竹
等
を
以
て
、
堰
底
を
作
る
。

八
道
の
堰
閘
を
設
く
。
各
々
長
さ
一
丈
七
尺
六
寸
二
分
、
高
さ
九
尺
、
横
五
尺
一
寸
。

閘
戸
を
加
除
し
以
て
水
量
を
増
減
す
。

此
の
工
、
華
岡
石
一
千
七
百
三
十
八
箇
、
煉
瓦
十
五
萬
五
百
十
四
箇
、
膠
灰
六
百
六
十
八
罇
、
金
屬
百

十
五
貫
、
砂
礫
一
石
一
斗
三
升
、
木
材
三
百
九
十
六
本
、
竹
一
千
四
百
竿
、
藁
苞
二
千
五
百
九
十
二
、

繩
二
千
八
百
九
十
五
條
、
土
二
石
八
斗
、
莎
草
一
千
九
百
四
十
四
枚
を
用
ふ
。

使
役
の
職
工
、
及
び
雜
役
夫
九
千
百
六
十
一
人
。
監
督
吏
三
人
を
置
き
、
以
て
能
く
此
の
工
事
を
成
せ

り
。

其
の
費
、
實
に
金
一
萬
七
千
三
百
一
圓
有
奇
。

而
し
て
縣
、
金
二
千
八
百
七
十
二
圓
を
出
し
、
府
金
八
百
九
十
五
圓
を
出
し
、
以
て
之
を
補
助
す
。

其
の
餘
は
組
合
の
出
資
に
係
る
。



- 7 -

是
の
工
の
成
る
や
、
開
閉
は
意
の
ご
と
く
、
水
を
通
ず
る
こ
と
宜
し
き
を
得
た
り
。

今
よ
り
後
、
稻
田
に
復
た
乾
槁
の
憂
ひ
無
し
。

是
に
お
い
て
始
め
て
井
澤
氏
の
遺
業
を
繼
ぎ
、
其
の
功
用
益
々
大
に
し
て
實
に
永
世
朽
ち
ざ
る
を
得
た

り
。

嗟
夫
、
灌
域
の
民
人
、

冀

は
く
は
愈
々
其
の
業
に
謹
み
、
晝
は
茅
と
り
し
宵
は
綯
な
い
し
、
以
て
家

あ

あ

こ
ひ
ね
が

ひ
る

な
わ

國
を
富
ま
さ
ん
こ
と
を
。

茲
に
組
合
會
と
胥
に
謀
り
、
堰
閘
改
脩
の
始
末
を
記
し
、
以
て
石
に
勒
す
と
云
ふ
。

こ
こ

と
も

大
正
五
年
龍
集
柔
兆
執
徐
仲
春
、
從
五
位
勲
四
等
早
川
光
藏
撰
文
並
び
に
篆
額
。

齋
藤
豊
書
す
。

伊
藤
敬
助
鐫
す
。

●
人
物

○
井
澤
彌
惣
兵
衞

承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
か
ら
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
。
紀
伊
国
溝
ノ
口
の
豪

農
の
出
身
。
元
禄
三
（
一
六
九
○
）
年
に
紀
州
藩
の
徳
川
光
貞
に
召
し
出
さ
れ
る
。
の
ち
藩
主
徳
川
吉

宗
の
命
を
受
け
、
紀
の
川
流
域
の
新
田
開
発
を
行
う
。
吉
宗
が
将
軍
と
な
る
と
全
国
的
な
灌
漑
や
新
田

開
発
を
命
じ
ら
れ
た
。
主
な
事
業
と
し
て
、
見
沼
開
発
の
他
に
、
多
摩
川
改
修
、
下
総
国
手
賀
沼
新
田

開
発
、
木
曽
三
川
改
修
な
ど
が
あ
る
。

○
早
川
光
蔵

弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
か
ら
大
正
五
（
一
九
一
五
）
年
。
号
は
藍
澳
。
多
門
寺
村
（
現

加
須
市
）
の
出
身
。
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
羽
生
学
校
長
と
な
り
、
一
旦
千
葉
県
に
転
じ
た
が
、
同
（
一

八
七
七
）
十
年
に
埼
玉
県
に
も
ど
り
、
衛
生
課
長
な
ど
を
経
て
、
同
三
十
（
一
八
九
七
）
年
か
ら
十
八
年

間
、
北
葛
飾
郡
長
と
北
足
立
郡
長
を
つ
と
め
た
。
病
の
た
め
大
正
四
（
一
九
一
四
）
年
に
官
を
辞
し
、
翌

年
亡
く
な
っ
た
。
漢
詩
文
に
す
ぐ
れ
、
第
二
代
埼
玉
県
令
白
根
多
助
を
中
心
と
す
る
漢
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
詩
文
集
に
「
藍
澳
遺
稿
」
が
あ
り
、
本
碑
文
を
収
録
す
る
。

○
齋
藤
豊

伊
藤
敬
助

不
詳
。
行
田
市
元
圦
公
園
に
あ
る
「
撤
見
沼
渠
増
圦
碑
」
も
「
斎
藤
豊
書
、

伊
藤
敬
助
雋
」
で
あ
る
。

●
注

○
蜿
蜒

屈
曲
し
な
が
ら
う
ね
う
ね
と
長
く
続
く
さ
ま
。

○
堰
閘

堰
を
持
ち
水
量
を
調
節
す
る
こ
と
の
で
き
る
水
門
。

○
此
工

工
は
、
土
木
建
築
事
業
。
見
沼
代
用
水
事
業
を
指
す
。

○
北
埼
玉
郡
荒
木
村
小
見
里

今
の
行
田
市
大
字
荒
木
。

○
星
川

利
根
川
水
系
の
一
級
河
川
。
熊
谷
市
内
を
源
と
し
、
東
に
流
れ
て
見
沼
代
用
水
と
合
流
す
る
。

こ
こ
ま
で
を
上
星
川
と
い
う
。
今
の
久
喜
市
菖
蒲
と
上
大
崎
の
境
で
見
沼
代
用
水
か
ら
分
流
す
る
。
こ

れ
以
下
を
下
星
川
と
い
う
。
東
南
に
流
れ
、
白
岡
市
と
蓮
田
市
の
境
界
で
元
荒
川
に
注
ぐ
。

○
南
埼
玉
郡
大
山
村
上
大
崎
里

今
の
久
喜
市
大
字
上
大
崎
。

○
享
保
十
三
年

西
暦
一
七
二
八
年
。

○
經
營

設
計
し
て
都
市
や
家
屋
を
造
る
。

○
暴
雨

激
し
い
雨
。

○
淫
霖

長
雨
。

○
潦
水

大
雨
で
あ
ふ
れ
た
水
。
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○
漲
溢

み
な
ぎ
っ
て
あ
ふ
れ
出
る
。

○
土
豚

防
水
や
築
城
の
た
め
の
土
を
詰
め
た
袋
。
土
嚢
。

○
萬
全

す
べ
て
が
完
全
で
手
落
ち
が
な
い
。

○
組
合
會

見
沼
代
用
水
の
管
理
は
、
明
治
以
降
は
官
営
の
時
代
を
経
て
、
明
治
十
九
年
に
設
立
さ
れ

た
受
益
者
農
民
の
組
織
で
あ
る
「
見
沼
代
用
水
路
水
利
土
功
会
」
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
同
会
は
、

同
三
十
七
年
に
「
見
沼
代
用
水
路
普
通
水
利
組
合
」
へ
と
発
展
的
解
消
。
以
後
、
昭
和
二
十
九
年
の
見

沼
代
用
水
路
土
地
改
良
区
成
立
ま
で
普
通
水
利
組
合
が
管
理
し
た
。
組
合
執
行
部
の
長
を
組
合
管
理
者

と
い
い
、
議
決
機
関
（
評
議
会
の
よ
う
な
も
の
）
を
組
合
会
と
い
っ
た
。
ま
た
組
合
会
の
メ
ン
バ
ー
を

議
員
と
い
っ
た
。
な
お
初
代
の
組
合
管
理
者
は
、
北
足
立
郡
長
の
早
川
光
蔵
が
任
命
さ
れ
た
。

○
大
正
二
年

西
暦
一
九
一
三
年
。

○
膠
灰

セ
メ
ン
ト
。

○
砂
礫

砂
利
、
土
砂
。

○
藁
苞

わ
ら
で
造
っ
た
俵
。
土
嚢
に
す
る
。

○
莎
草

か
や
つ
り
ぐ
さ
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
ゲ
（
菅
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
防
水
用
の
素
材
か
。

○
得
實
永
世
不
朽

堰
閘
が
永
世
不
朽
で
あ
り
、
そ
れ
を
創
設
し
た
井
沢
氏
の
偉
大
さ
も
永
世
不
朽
と

な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

○
晝
茅
宵
綯

「
詩
経
」
豳
風
・
七
月
に
「
（
取
り
入
れ
を
済
ま
せ
た
十
月
以
降
の
仕
事
と
し
て
）
上
入

執
宮
功
、
晝
爾
于
茅
、
宵
爾
索
綯
（
村
へ
帰
っ
て
室
内
で
の
仕
事
を
せ
よ
。
あ
な
た
は
昼
は
茅
を
取
り

に
行
き
、
夜
に
は
そ
れ
で
縄
を
な
え
）
」
と
あ
る
。
農
閑
期
と
て
怠
ら
ず
、
年
中
農
業
に
従
事
す
る
こ
と
。

○
大
正
五
年

西
暦
一
九
一
六
年
。

○
龍
集

龍
は
太
歳
（
木
星
）
、
集
は
宿
り
。
太
歳
は
一
年
で
天
空
を
回
る
の
で
、
龍
集
で
一
年
。
歳
次
。

干
支
を
導
く
表
現
。

○
柔
兆

太
歳
が
丙
に
あ
る
。

○
執
徐

辰
年
。

○
仲
春

二
月
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
見
沼
代
用
水
の
水
量
調
節
】

見
沼
代
用
水
は
、
田
圃
の
間
を
延
々
と
貫
流
し
て
続
く
こ
と
二
十
里
あ
ま
り
あ
る
。
そ
の
間
、
土
地

に
高
低
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
用
水
路
も
屈
曲
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
水
を
堰
き
止

め
る
堰
の
機
能
を
持
っ
た
水
門
を
設
け
て
、
丁
度
よ
い
水
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
、
灌
域
全
体
に
あ
ま
ね
く
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
見
沼
代
用
水
上
流
の
重
要
施
設
、
堰
閘
】

見
沼
代
用
水
路
は
、
取
水
口
で
あ
る
元
圦
か
ら
、
ほ
ぼ
千
四
百
間
の
位
置
の
北
埼
玉
郡
荒
木
村
小
見

里
に
至
っ
て
、
星
川
と
合
流
す
る
。
そ
こ
か
ら
五
里
あ
ま
り
は
同
じ
流
れ
で
あ
り
、
南
埼
玉
郡
大
山
村

上
大
崎
里
に
至
っ
て
、
新
た
な
水
路
を
穿
ち
、
星
川
と
分
流
す
る
。

こ
こ
か
ら
星
川
は
東
南
へ
と
流
れ
去
る
が
、
代
用
水
の
本
流
は
さ
ら
に
十
里
あ
ま
り
南
流
す
る
。

そ
し
て
分
流
地
点
の
下
流
に
堰
閘
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
代
用
水
の
下
流
の
も
の
を
八
間
堰
枠
と
言

う
。
堰
枠
は
木
製
で
、
底
の
長
さ
二
丈
四
尺
、
横
四
丈
八
尺
、
高
さ
八
尺
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
南

北
足
立
南
埼
玉
の
三
郡
の
灌
域
に
水
を
供
給
す
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
星
川
側
に
も
堰
閘
を
設
け
、
十
六
間
堰
と
称
し
た
（
こ
の
ふ
た
つ
の
堰
閘
に
よ
っ
て
、
大
用
水

路
の
水
量
を
調
節
し
た
の
で
あ
る
）
。

こ
の
ふ
た
つ
の
堰
閘
は
、
享
保
十
三
年
、
幕
吏
で
あ
る
井
澤
彌
惣
兵
衞
が
設
計
し
造
営
し
た
も
の
で

あ
る
。

【
堰
閘
の
働
き
】

毎
年
、
四
月
の
中
ば
か
ら
九
月
の
初
め
に
至
る
ま
で
は
、
灌
漑
用
水
を
通
す
た
め
に
、
八
間
堰
は
常

に
開
い
て
お
き
、
十
六
間
堰
は
閉
ざ
し
て
お
く
。

急
な
激
し
い
雨
や
、
長
雨
に
よ
り
、
水
路
の
水
が
み
な
ぎ
っ
て
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
八

間
堰
を
狭
め
て
十
六
間
堰
を
開
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
星
川
に
水
を
流
し
て
代
用
水
の
水
量
を
減
ら
し
、

灌
漑
用
水
と
し
て
適
度
な
量
に
調
整
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
八
間
堰
・
十
六
間
堰
こ
そ
、
見
沼
代
用
水
路
の
中
枢
と
も
い
う
べ
き
施
設
な
の
で
あ
る
。

【
木
製
堰
閘
の
弱
点
】

し
か
し
な
が
が
ら
、
木
製
の
堰
閘
で
あ
れ
ば
、
耐
性
に
乏
し
く
、
激
し
い
流
れ
が
激
突
す
れ
ば
、
崩
壊

も
免
れ
な
か
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
土
嚢
を
積
み
上
げ
て
、
崩
壊
を
防
い
だ
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
と
応
急
的
な
措
置
は
、
一
体
何
度
繰
り
返
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

【
近
代
的
施
設
へ
の
改
築
の
企
て
】

そ
こ
で
水
利
組
合
管
理
者
で
あ
り
、
北
足
立
郡
長
で
も
あ
る
私
早
川
光
蔵
は
、
堅
牢
に
す
る
工
事
を

施
工
し
て
、
完
全
で
完
璧
な
堰
閘
に
改
築
し
よ
う
と
企
て
た
。

そ
し
て
改
築
計
画
案
を
水
利
組
合
会
へ
議
題
と
し
て
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
満
場
一
致
で
賛
同
を
得
た
。

か
く
し
て
埼
玉
県
知
事
・
東
京
府
知
事
に
事
業
申
請
を
し
、
認
可
を
得
た
。

そ
こ
で
大
正
二
年
十
二
月
、
工
事
を
開
始
し
、
翌
四
年
四
月
、
工
事
は
完
成
し
た
。

【
堰
閘
の
仕
組
み
】

堰
閘
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
煉
瓦
・
セ
メ
ン
ト
・
金
属
・
石
・
木
・
竹
等
を
用
い
て
、
堰
の
底
部
を

作
成
す
る
。
そ
の
上
に
、
八
門
の
堰
閘
を
設
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
一
丈
七
尺
六
寸
二
分
、
高
さ
九
尺
、

横
五
尺
一
寸
で
あ
る
。
そ
の
八
つ
の
閘
の
戸
を
適
宜
開
閉
し
て
水
量
を
増
減
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

【
工
事
資
材
】

こ
の
工
事
に
要
し
た
資
材
は
次
の
通
り
。
華
岡
石
一
千
七
百
三
十
八
箇
、
煉
瓦
十
五
万
五
百
十
四
箇
、

セ
メ
ン
ト
六
百
六
十
八
罇
、
金
属
百
十
五
貫
、
土
砂
一
石
一
斗
三
升
、
木
材
三
百
九
十
六
本
、
竹
一
千

四
百
竿
、
土
嚢
二
千
五
百
九
十
二
、
縄
二
千
八
百
九
十
五
條
、
土
二
石
八
斗
、
菅
一
千
九
百
四
十
四
枚
。

【
従
事
者
】

使
役
の
職
工
及
び
雜
役
夫
は
九
千
百
六
十
一
人
。
監
督
の
役
人
三
人
を
置
き
、
そ
の
指
導
監
督
の
下
、

工
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
工
事
費
用
と
そ
の
負
担
】

工
事
費
用
は
、
全
体
で
金
一
万
七
千
三
百
一
円
あ
ま
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
埼
玉
県
が
金
二
千
八

百
七
十
二
円
あ
ま
り
を
、
東
京
府
が
金
八
百
九
十
五
円
あ
ま
り
を
拠
出
し
て
、
補
助
と
し
た
。
そ
の
他

の
一
万
三
千
五
百
円
あ
ま
り
は
、
水
利
組
合
か
ら
の
出
資
で
あ
る
。

【
改
築
工
事
の
効
果
】

こ
の
堰
閘
改
築
工
事
が
完
成
す
る
と
、
閘
門
の
開
閉
は
意
の
ま
ま
で
あ
り
、
通
水
も
ま
っ
た
く
適
宜

な
も
の
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
今
以
後
、
見
沼
の
稲
田
は
、
二
度
と
水
不
足
で
枯
れ
果
て
る
と
い

う
心
配
を
す
る
必
要
が
な
く
な
る
の
だ
。
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【
井
沢
氏
の
遺
業
の
継
承
と
未
来
へ
の
伝
承
】

こ
の
よ
う
に
堰
閘
が
堅
牢
で
い
つ
ま
で
も
そ
の
働
き
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
こ
そ
、
堰
閘
を

創
設
し
た
井
沢
氏
の
遺
業
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
そ
の
効
用
が
益
々
大
き
く
な
る
こ
と
で
、

堰
閘
の
存
在
意
義
は
永
世
不
急
な
も
の
と
な
り
、
ま
た
そ
の
創
設
者
で
あ
る
井
沢
氏
の
偉
大
さ
も
永
世

不
朽
な
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
の
だ
。

あ
あ
、
見
沼
代
用
水
の
灌
漑
を
受
け
る
人
々
よ
、
ど
う
か
益
々
そ
れ
ぞ
れ
の
生
業
に
励
み
、
（
農
繁
期

の
野
良
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
）
農
閑
期
に
お
い
て
も
昼
は
茅
を
取
り
集
め
に
行
き
、
夜
は
そ
れ
で

縄
を
な
う
と
い
う
室
内
で
の
農
業
に
従
事
せ
よ
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
が
家
と
、
我
が
国
家
と

を
富
裕
な
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
を
冀
う
ば
か
り
で
あ
る
。

【
建
碑
の
企
て
】

か
く
し
て
私
は
水
利
組
合
会
と
あ
い
謀
り
、
堰
閘
改
修
の
顚
末
を
文
章
化
し
、
そ
れ
を
石
に
刻
ん
で

残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

【
記
事
】

大
正
五
年
丙
辰
の
歳
二
月
、
従
五
位
勲
四
等
早
川
光
藏
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
篆
額
を
揮
毫
し
た
。

斎
藤
豊
が
碑
文
を
書
し
た
。

伊
藤
敬
助
が
鐫
刻
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」（
文
政
十
三
（
一
八
三
○
）
年
）
巻
之
二
百
八

埼
玉
郡
之
十

◎
上
大
崎
村

○
星
川

「
北
を
流
る
、
幅
二
間
村
の
乾
の
方
に
て
二
派
と
な
れ
り
、
其
一
流
は
三
沼
代
用
水
堀
に
て
、
享
保
十

三
円
筧
播
磨
守
、
及
び
井
澤
彌
惣
兵
衞
奉
り
て
掘
割
し
所
な
り
、
此
分
流
口
へ
二
ヶ
所
の
堰
梓
を
設
く
、

一
は
長
八
間
、
横
二
間
、
一
は
長
十
六
間
、
横
三
間
あ
り
、
本
流
の
方
は
黒
沼
及
笠
原
の
用
水
と
な
り
、

分
流
は
郡
中
及
び
隣
足
立
郡
の
用
水
に
沃
げ
り
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻
と
訓
訳

・
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
一
九
五
七
）（
「
見
沼
土
地
改
良
区
史
」
に
再
録
）

②
翻
刻

・
「
埼
玉
県
市
町
村
誌
」
（
一
九
七
五
）

・
「
い
し
ぶ
み

碑
に
刻
ま
れ
た
埼
玉
の
土
地
改
良
」（
一
九
八
三
）

・
「
伊
奈
町
史
資
料
調
査
報
告
書

第
三
集

伊
奈
町
の
金
石
文
」（
一
九
八
七
）

③
本
文

・
「
藍
澳
遺
稿
」

④
論
文
な
ど

・
「
見
沼
代
用
水
沿
革
史
」
（
一
九
五
七
）

・
「
見
沼
土
地
改
良
区
史
」
（
一
九
八
七
）
…
…
右
記
を
継
承
加
筆

二
○
二
五
年
九
月

薄
井
俊
二
訳
す


